
成熟社会における豊かさのシフト物質的な豊かさが一定以上実現した社
会においては知的探求あるいは創造性ということが 人間にとって大きな
喜びの1つになっていくというところで物質的豊かさから、精神的豊かさへ

精神的成長には限界を超えることはないというところで、これからもう一
歩先にそのコモンズとして共有地としてちえなみきを捉える ことによって、

本屋としてちえなみきを捉えるよりは、これからの精神的豊かさを具現化
する場所としてちえなみきを目指した方がいいのではないか

ちえなみきにおける「知の創造」を振り返る
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嶺南地域共創センタープロジェクト×教育学部授業「学校体験学習」

知の創造 in ちえなみき

「ちえなみき」を拠点に、敦賀市内の小中高生と共に敦賀の歴史や文化を掘り起こしながら、まちの魅力を「知の魅

力」として、次世代に伝え残す「知」を創造するプロジェクトも2年目を迎えました。ここで、2023年度に、学生2名に活動

を振り返って頂きました。

編集後記

本活動は、学生にとって通い慣れた大学キャンパスを離れ、ちえなみきで「知」の学びを実装しました。学びの場をち

えなみきとした理由は多々あります。ですが、一番の理由は、学生が棚の前で本に問い、本に学び、本を介して人に学

び、人と共に答えを出し、解を自分の力としてもらいたかったからです。それには、大学キャンパスの教室で実装しても、

心許ないと思いました。今、ちえなみきでを学びの場としたことに、間違いはなかったと思っています。その、ちえなみき

にゆかりのある、編集工学研究所の松岡正剛さんが8月ご逝去されました。心より、ご冥福をお祈り申し上げます。

井上 莞太さん（4年生）

チーム活動 ； 「好きを育
てる！福井大学生が伝え
たい「本の世界展」

本プロジェクトは、福井大学地域創生推進本部附属嶺南地域共創センターの福井県嶺南地域に
おける課題解決事業・プロジェクト（研究代表：嘉瀬井恵子）に対する支援を受けて実施している。

昨年の「魅力本づくり」を通して、多くの「知」が創

造される様子や、継承される様子を見てきました。

「知」が、人と人が関わることで共創すること、そして、

それを繋げる環境と機会の大切さを感じました。今後

は、どのような環境や機会が、人と人を繋げ、「知」を

共創するのかを分析していたいです。学生のうちから

敦賀市さんや丸善雄松堂さんと協働できて幸いです。

毎月、研究活動の最新情報を掲載している「知の創造

inちえなみき」ですが、「どこで手に入るのか」というお問

い合せを頂くようになりました。右の配布先、あるいはダ

ウンロードほか、イベントなどでも配布しております。どう

ぞ、広報活動にご協力をお願い致します。

「知の創造inちえなみき」ニュースレターを 気軽にお手にとって頂くために

【配布】

• 福井大学敦賀キャンパス地域創生推進本部附属嶺南地域共創
センター（敦賀キャンパス内）、小浜サイト（小浜市白髭112）

• 敦賀市知育・啓発施設「ちえなみき」

【ダウンロード】

• 福井大学嶺南地域共創センター HP ＞ 概要 ＞ 専任教員

紹介 ＞ 嘉瀬井恵子 ＞ 研究活動紹介

竹越 藍香さん（2年生）

チーム活動 ； 「魅力本
づくり」

（今年度も参加中）

成果報告会で報告する井上さん

私のチームは、しおり作りに取組みました。この活

動を通じて、子どもに「伝える」難しさを感じました。

「子どもの目線に立つ」と言葉にするのは簡単だけれ

ど、子どもって、私たち大人と、身長も違えば、目で見

えるものも違う、そんな子どもにとって、ちえなみきは

とても大きいと思います。だから、子どもが存分に本と

出会えることを目指して活動に取組みました。

選本リスト 成果報告会で報告する竹越さん 2023年度 魅力本
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